
部署名 現任教育委員会 部長印

行動指針 目標

区分 戦略マップ 戦略目標 成果 評価指標 アクションプラン 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 総合評価

興味を持つ研修会の開催方法考
案と開催

研修評価表の実施

WLBと業務の負担軽
減

人
材
の
視
点

研修会の参加率の向上 前年比増
看護師のモチベー

ション向上

能力開発
ラダーに応じた研修計画の

立案
100% 委員に教育のE-ラーニング視聴

財
務
の
視
点

看護師のモチベー
ションの向上

ラダー研修会への知識向上

ラダー更新者に
対し100％

年間計画の実施

顧
客
の
視
点

委員への研修会開催

Web研修会の手順立案と実施

2026年度

①患者・家族の思いを尊重した温かい看護の提供
②看護実践能力の強化と人材育成
③健康で安全な職場つくり
④病院経営への参画

①委員のラダー教育に対する知識の普及
①各ラダーに応じた研修の具体的な立案ができる
②現場で実現できる研修会の開催への支援

患者満足度の向上 看護師のケア能力向上
ラダー更新者に
対し100％

研修評価の実施への支援

研修評価の普及に向けた取り組
み

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点

看護の質向上 看護師のケア能力向上

手順書作成
看護師の負担軽減

自己の成長

専門性の向上

看護師の能力開発

職員満足患者満足

理念の浸透と成長

経営の安定

ケアの質の向上



部署名 新人教育委員会 部長印

行動指針 目標

区分 戦略マップ 戦略目標 重要成功要因(主な成果） 評価指標 アクションプラン 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 総合評価

新人研修会のアンケート評価

提供する研修内容の評価 満足度平均４点以上 2年目研修会のアンケート評価

実地指導者研修会のアンケート評価

新人指導の知識・意識向上 各部署1回/月 実地指導者カンファレンス

人材の定着 感情コントロール 心理面談参加率増加 メンタルサポート　　新人

モチベーション向上
フォローアップ研修の充
実

モチベーションチェックを実施

学習の習慣化と 3回/年 新人看護協会研修参加支援

看護の質向上 　モチベーションの 2回/年 2年目看護協会研修参加支援

　　　　　　維持・向上 指導者育成 実地指導者参加支援

100％実施
新人教育委員
　　　　育成

教育委員としての役割や行
動が理解できる

3回/年以上 eラーニング受講

100％出席 新採用者研修

人材育成 年間計画に基ずく研修会の
出席

3回/年実施
新人・2年目・実地指導者
　　　　　　　　　フォローアップ

100％申請 新人ラダーⅠ申請支援

生産性の向上 評価実施 社会人基礎力評価表による相互評価実施

評価：

2026年度

人
財
の
視
点

顧
客
の
視
点

財
務
の
視
点

業
務
プ
ロ
セ
ス
の

視
点

①患者・家族の思いを尊重した温かい看護の提供
②看護実践能力の強化と人材育成
③健康で安全な職場つくり
④病院経営への参画

①委員会での教育実践、評価を通して研修内容の向上を図る
②新人看護師が職場に適応できるよう支援する
③新人・2年目・実地指導者が目標達成できるよう教育的・精神的関わりを持ち支援する

組織の成長

個人の成長

看護の生産性向上

離職率低下

看護の質向上

効果的な教育指導の展開

働き続けられる職場

人材育成支援



部署名 看護研究委員会 部長印

目標

区分 戦略マップ 戦略目標 重要成功要因(主な成果） 評価指標 アクションプラン 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 総合評価
3月に発表会を開催する

師長による論文評価・フィードバック

院外関連学会への参加 全部署の参加 関連学会への推薦

倫理審査委員会の承認後に研究開始

研究計画書の査読

倫理的配慮についての学習

アドバイザー参加による研修会で方向性の
決定

計画書の提出

論文の提出

計画書の査読

論文の査読

提出物の期限厳守 期限内に全部署提出できる

プレゼンテーション技術を学び支援する

発表会の企画・運営

看護研究委員会の開催 毎月 第2木曜日16時から会議を行う

論理的思考能力の向上

看護研究方法論の習得

2026年度

看護研究計画書の作成から学会発表までの看護研究支援を行う

研究実践のリーダーシップ

コスト削減・業務の効率化

他者評価

倫理審査委員会での承認 承認100％

院内研究発表会での発表

研究疑問の明確化 テーマの設定

研究発表

人
財
の
視
点

顧
客
の
視
点

財
務
の
視

点

業
務
プ
ロ
セ
ス
の

視
点

自部署で研究マニュアルに沿って研究プロ
セスを進め、メンバーの支援を行う

評価表に沿って行い、委員会でフィード
バックする

eラーニング100％ eラーニング「看護研究」の視聴

コスト削減・業務改善の視点で支援を行う

看護の視点がある研究の実
施

人権尊重

キャリア開発の支援 ラダー別研究能力の向上 各ラダー評価
ラダー評価項目が

B：支援があればできる以上になる

委員会メンバーの育成

各部署の研究サポート

総
合
評
価

YMC看護研究の質の向上

良質な人材育成

個々のスキルアップ

看護研究活動の推進

質の高い論文

質の高い論文発表

患者満足 職員満足

人権尊重

収益性への貢献



部署名 看護部 部長印

行動指針 目標

区分 戦略マップ 戦略目標 成果 評価指標 アクションプラン 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 総合評価

アセスメント能力向上

各部署担当の手順の見直しができる

認定者担当の手順の見直し依頼ができる

適宜、師長会で検討、修正、周知を行う

事例検討による看護ケアに
関する共通認識を得る

実施率100％
5月～テーマを決めて委員会で担当者が見直しを
行う

インシデント・アクシデントから適宜手順の見
直し・修正を行う

実施率100％
インシデントの多い手順に焦点を当て
アンケート作成を行う(隔月)

実施率100％ 看護師にアンケートを行う(隔月)

実施率100％ アンケート翌月に内容を周知する(隔月)

実施率100％ 結果から手順の検討・修正・周知を行う

手順の遵守 実施率101％
手順の遵守に焦点を当て、テーマを決めラウン
ドを1回/年行う

ワークライフバランスの推進 実施率100％ 時間内に委員会を終了する

職場環境の充実 実施率100％ 部署全体を巻き込むよう毎月支援

学習の機会の提供 実施率100％
司会者がリーダーシップを発揮できるよう
前もって段取りができている

実施率100％ 書記が4日以内に副委員長に会議録を提出できる

実施率100％ 新人研修でマニュアルの見方を説明できる 〇
実施率100％ 委員会の出席率の評価およびフィードバック

実施100％

安全に配慮したケアが
提供できる

人
財
の
視
点

働き続けられる職場
環境づくり

モチベーションに繋
がる学習の機会の提
供

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点

安全なケアの提供

財
務

支出減 費用削減

看護師による専門的ケアの増加
チームでの効率的なケアの提供

2026年度
①患者・家族の思いを尊重した温かい看護の提供
②看護実践能力の強化と人材育成
③健康で安全な職場作り
④病院経営への参画

①接遇の標準化
②ヘルシーワークプレイスへの前進
③キャリアアップ支援の充実
④看護の価値の可視化

顧
客
の
視
点

患者サービスの向上
患者満足度の向上

地域支援病院・ 急性期病
院としての役割

自己の成長

働きつづけられる職場

看護業務の効率化

職員満足患者満足

理念の浸透と成長

経営の安定



部署名 看護診断・記録委員会 部長印

行動指針 目標

区分 戦略マップ 戦略目標 重要成功要因(主な成果） 評価指標 アクションプラン 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 総合評価

ベットサイドでの記録の拡大 3回/年 ベットサイド記録の実施と評価

3回/月
入院時プロフィールのアセスメン
トの評価

1回/月 退院サマリーの記入

4回/年
転倒転落発生後の記録の評価
フローチャートの作成

2回/年
身体拘束アセスメントの記録の評
価

2回/年 褥瘡アセスメントの記録の評価

3回/年 看護実践後の記録の評価

3回/年 エイド代行承認の評価

3回/年 IC同席後の記録の評価

100% e-ラーニングの視聴

質監査の目的が理解できる 2回/年 看護記録質監査

2回/年 テンプレートの見直し

3回/年 看護診断の見直し

2回/年 タイトルの見直し

　　1回/年
指示受け、看護申し送りの内容確
認

入退院支援

看護師の業務の負担軽減

診療報酬改定に対応できる

患者満足度の向上

2026 年度

①看護の質向上、監査に対応できる記録の徹底
②看護記録基準の見直し
③看護記録効率化に向けた仕組み作り

人
財
の
視
点

顧
客
の
視
点

業
務
プ
ロ
セ
ス
の

視
点

①患者・家族の思いを尊重した温かい看護の提供
②看護実践能力の強化と人材育成
③健康で安全な職場つくり
④病院経営への参画

看護実践の評価
質の高い看護記録

人材育成

理念の浸透と成長

患者満足 職員満足

経営の安定

看護の質向上

業務の効率化

アセスメント能力の向上

働き続けられる職場

加算



部署名 ケア委員会 部長印

目標

区分 戦略マップ 戦略目標 成果 評価指標 アクションプラン 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 前年度 総合評価

仙骨部褥瘡の発生数を毎月報告 25人
踵部褥瘡の発生数を毎月報告 17人

167人

偶数月 2病棟ずつ体交枕調査

褥瘡の持込み数を毎月報告 106人
褥瘡の発生数を毎月報告 72人

eラーニング（口腔ケア）2回／年受講 100
eラーニング（褥瘡）2回以上／年受講 100

100

80％以上

人
財
の
視
点

70％以上 口腔ケア研修1回以上／年 100

70％以上 褥瘡研修1回以上／年

報告/月 マニュアルに沿った食事形態の提供

100%
摂食機能療法チェックシートの文書入力が

不足なくできる

質の向上 安全で質の高いケアの提供 質指標の向上

前年度比

1件/月 褥瘡が発生した原因をアセスメントする

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点

看護業務の効率化 時間内修了 業務の効率化 時間外ゼロ 時間内に終了できるように運営する

財
務
の
視
点

積極的加算取得
加算増加

摂食機能療法加算がとれる

褥瘡対策の診療計画書の
記載がミスなくできる

褥瘡に関する診療計画書が適切に
記入できているか監査（9月・2月）

点数を落とさない 創傷処置で汎用をとる 2回/年
褥瘡処置で創傷処置、重度褥瘡処置、

ドレッシング材の点数をとれているか監査

積極的加算の取得

摂食機能評価が落ちなく
加算できる

47人

前年度減少

2026年度
①口腔ケアラウンドに積極的に参加し、口腔ケア知識・技術の習得に努める
②褥瘡対策に関する診療計画書を正確な記入を指導できる（褥瘡発生率の減少に向けたアセスメント）
③摂食機能療法加算、褥瘡対策に関する診療計画書の監査ができる。

顧
客
の
視
点

理念の浸透と成長
患者満足の向上

患者の望む看護の提供

実施数/月 口腔ケアラウンド実施

患者満足 報告/月 患者に応じた口腔ケア物品を指導できる



部署名 教育委員会 部長印

行動指針 目標

区分 戦略マップ 戦略目標 重要成功要因(主な成果） 評価指標 アクションプラン 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 総合評価

目標管理 面接技法のスキルアップ 3回/年 目標面接実施後のフォロー

看護職員の知識・情報・考え方の
共有

12回/年 看護部通信の発行

休職者へのフォロー体制 ３回/年
キャリアを継続できるための情報
発信(看護部便り）

温かい看護実践の推進 2回/年
温かい看護のための行動指針につ
いて振り返りを行う

スペシャリストの育成
ラダー申請3名/
部署

ラダーに沿った支援を行い、個人
の持つ知識・技術を適切に評価す
る。

スペシャリストの活動支援
認定会の開催
４回/年

認定看護師会の開催/参加

教育委員としての役割を理解し
意識を向上させる

研修参加数
５回/年以上

教育委員としての自己研鑽を
実施する（e-ラーニング・院内外
研修）

次世代リーダーの育成 満足度90％ 院内リーダー育成研修開催4回

満足度90％
（師長）
  新任管理者研修の実施

満足度90％
（主任）
  新任管理者研修の実施

開催率100％ マネジメントラダー研修開催

参加率50％
マネジメントラダー研修参加率

職場環境の充実
自己研鑽ができる
研修受講環境の提供

満足度評価
平均４以上

院内研修の評価

新任管理者育成

人
財
の
視
点

管理者としての姿勢や
行動が理解できる

2026年度

顧
客
の
視
点

①患者・家族の思いを尊重した温かい看護の提供
②看護実践能力の強化と人材育成
③健康で安全な職場つくり
④病院経営への参画

①接遇の標準化
②ヘルシーワークプレイスへの前進
③キャリアアップ支援の充実
④看護の価値の可視化

財
務
の
視
点

加算の継続取得

業
務
プ
ロ
セ
ス

の
視
点

看護チームでの
　　業務の活性化

管理者の育成
管理者として
自己研鑽ができる

看護の質向上

理念の浸透と成長

キャリアデザインの支援

看護サービスの質の追求

診療報酬に対する収益の確保

効率的かつ質の高い
看護サービスの提供

マネジメント力の向上

働き続けられる職場環境


	Sheet1
	新人委員会
	2020

	看護研究委員会
	2026

	手順委員会
	2026

	看護部
	2024

	ケア委員会
	2026

	看護部
	2025


